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　８月４日～６日の３日間、広
島市で開催された原水爆禁止
２０１５年世界大会に参加しま
した。被爆と終戦から７０年と
いう節目の年に広島を訪れるこ
とができたことは、私にとって
大変意義深いものでした。
　世界大会では、被団協の坪井
直さんのリアルな被爆体験と俳
優の宝田明さんの力強い連帯
メッセージ、世界各国の代表の
皆さんによる非核の訴え、被爆
者の方々からの切実な核兵器廃
絶の訴え、福島から原発事故を
受けての現状や取り組み、日本
各地での核廃絶や平和活動等が
報告され、私自身とても励まさ
れました。特に若い人たち（高

校生）のメッセージは素晴らし
いものでした。
　被爆者の平均年齢が８０歳を
超える中で、いかにして次の世
代に被爆の実相を伝えていく
か、そのために今私たちが何を
すべきかを学びました。
　世界中の多くの人々が切に平
和を願っていることをこの３日
間で感じとることができたのは
大きな喜びであり、未来に希望
が持てた世界大会でした。

　８月１６日に西蒲田公園にて
「８・１６若者デモ＠おおた」（大
田若者デモ実行委員会主催）が
開催されました。
　多くの若い方々をはじめ、老
若男女問わず様々な方々が思い
思いに声をあげ、戦争法案反対
を訴えていました。
　集会後に蒲田の街をパレード
しながら練り歩き、ドラム隊の
激しいリズムに合わせて、参加
した皆さんが「タマラン、タマ
ラン、オータマラン !!」と元気
にコールをして、戦争法案反対
と安倍政権打倒の声を街中に響
かせていました。
　高校生を含む若い人たちがこ
の運動の中心に立ち、政治を変
える大きな力になろうとしてい
ます。将来に希望を感じること
ができた、素晴らしいパレード
でした。
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ご意見・ご要望を
お寄せください。
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　大田区が来年度に介護保険
「新総合事業」を導入するにあ
たり、これまでのさわやかサ
ポート（地域包括支援センター）
の機能強化と老人いこいの家の
再構築をするために「大田区シ
ニアステーション事業（仮称）」
を田園調布、嶺町の２地域で試
験的に実施されることが発表さ
れました。
　この「シニアステーション事
業」では、さわやかサポートと
老人いこいの家を１か所にまと
めて、それに新規事業である「通
所型介護予防事業」を加えると
いうもので、その担い手として
シニアボランティアを活用する
といった内容になっています。
　大田区は高齢者の元気維持・
介護予防から最適な介護サービ
スへのシームレス（切れ目のな
い）な支援を提供することを目
的としていますが、結局のとこ

ろ厚生労働省が示したガイドラ
イン（指針）に添った「安上が
りなサービス」を導入するのが
目的のようです。
　要支援者の方が受ける介護予
防サービスのうち、訪問サービ
スと通所サービスを市区町村が
実施する地域支援事業に移行さ
れることになり、現行サービス
継続を望む声も少なからず聞か
れます。ボランティアを担い手
とすることで現行サービスの質
が確保できるのか、という新た
な問題も起こりうることが考え
られます。
　国の方針や地域の事情もそう
ですが、まずは「利用者のニー
ズ」を最優先に考えるべきでは
ないでしょうか。介護報酬の削
減によって各事業所が厳しい運
営を強いられている中で、その
影響が利用者の方へも及んでい
ます。だれもが安心できる介護

　８月６日に大田区立の小中学
校で来年度から４年間使用する
教科書が採択され、中学校の歴
史・公民は東京書籍版となりま
した。
　今年度まで大田区では２３区
中唯一育鵬社版教科書を使用し
ていますが、これは過去の戦争
を賛美して歴史の真実を歪める
教科書を使わせないという区民
の皆さんの共同の運動の成果で
あります。

保険サービス実現に向け、今後
もこの問題に取り組んでまいり
ます。

介護保険要支援者の切り捨てをやめて

現行サービスの充実を
中学校歴史・公民教科書
育鵬社版採択されず！
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（仮称）大田区シニアステーション事業実施方針

さわやかサポート
（地域包括支援センター）

区内20施設

老人いこいの家

区内21施設

大田区シニアステーション事業－
モデル実施

《主な実施業務》
　●　高齢者の総合相談窓口
　●　生活支援コーディネート
　●　高齢者の社会参加・交流の場を通
じた元気維持

《新規事業》
通所型介護予防事業の実施
（シニアボランティアを担い手）

機能強化
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